
　
私
が
所
属
す
る
会
派
自
民
改
革
会

議
は
、
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
要
望
項
目
と
し
て
﹁
目
に

見
え
る
真
の
地
方
創
生
の
実
現
﹂
を
、

ま
た
、
個
別
の
事
項
と
し
て
は
以
下

の
﹁
７
つ
の
柱
﹂
で
要
望
を
し
、
多

く
の
反
映
が
さ
れ
ま
し
た
。

１
経
済
再
生
、
雇
用
対
策
の
強
化

　
産
業
競
争
力
の
強
化
／
次
世
代
産

業
創
出
へ
の
支
援
／
積
極
的
な
企
業

誘
致
と
企
業
の
流
出
防
止
対
策
／
地

域
企
業
の
海
外
進
出
に
係
る
支
援
／

中
小
・
小
規
模
企
業
の
支
援
／
首
都

圏
か
ら
本
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

促
進
に
よ
る
人
材
確
保
／
本
県
農
林

水
産
物
の
販
売
支
援
／
農
業
の
振
興

︿
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
﹀
／
茶
の
生
産
、

販
路
拡
大
へ
の
支
援
／
耕
作
放
棄
地

の
抑
制
と
再
生
の
促
進
／
林
業
の
振

興
／
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
／
水
産

業
の
振
興
／
女
性
、
高
齢
者
が
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
の
整
備
／
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
ア
ッ
プ
へ
の
対
応

２
危
機
管
理
体
制
の
強
化

　
地
震
・
津
波
対
策
施
設
の
整
備
／

建
築
物
等
の
耐
震
化
の
推
進
／
緊
急

輸
送
路
の
安
全
性
の
確
保
／
防
災
対

策
基
盤
の
整
備
／
火
山
・
原
子
力
対

策
の
強
化

３
子
育
て
支
援
、医
療
・
福
祉
の
充
実

　
保
育
所
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

施
策
の
強
化
／
子
ど
も
の
総
合
的
な

貧
困
対
策
の
強
化
／
医
師
・
看
護
師

確
保
対
策
の
強
化
／
質
の
高
い
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
／
障
害
者︵
児
︶

へ
の
支
援
／
ひ
き
こ
も
り
対
策
／
健

康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
取
組
強
化

４
教
育
・
人
づ
く
り
の
充
実

　
学
校
教
育
の
充
実
︵
義
務
教
育
・

高
等
学
校
・
特
別
支
援
︶
／
次
代
を

担
う
多
彩
な
人
材
の
育
成
／
私
学
教

育
の
振
興
／
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

５
豊
か
な
県
民
の
暮
ら
し
の
実
現

　
県
民
に
身
近
な
生
活
環
境
の
整
備

／
東
京
五
輪
に
向
け
た
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
／
社
会
基
盤
整
備
の
推
進

／
安
全
・
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
／
環
境
政
策
の
推
進
／
魅
力
あ
る

文
化
の
創
出
／
安
全
・
安
心
な
く
ら

し
対
策

６
観
光
・
交
流
の
促
進

　
富
士
山
、
世
界
文
化
遺
産
の
後
世

へ
の
継
承
／
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
移
住
・
定
住
の
促
進
／
本
県
の

魅
力
を
活
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
／

富
士
山
静
岡
空
港
の
機
能
性
の
向
上

と
利
活
用
の
促
進
／
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た
戦
略
的
な
対
策

／
自
転
車
を
含
め
た
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
推
進
／
国
際
交
流
の
推
進

７
行
財
政
改
革
の
推
進

　
健
全
財
政
の
枠
組
み
の
堅
持
／
地

域
の
自
立
に
向
け
た
取
組

　平成28年度当初予算は、国の地方財政対策により地
方交付税等の一般財源総額が前年度と同水準で確保され
たものの、高齢者医療などの社会保障関係費の増加が見
込まれるなど、引き続き厳しい財政環境の下での編成と
なりました。

平成28年度当初予算議決
一般会計額　1兆2,409億円

がんセンター放射線治療棟完成 県議会２月定例会代表質問

新保健福祉センター着工 伊東市イトゥ市友好交流

２月26日県議会定例
会にて会派自民改革会
議を代表して登壇しま
した。
28年当初予算をはじめ、
県全体の多岐に渡る質
問をしました。
伊東市からも多くの方
が傍聴に来ていただき
ました。

県立静岡がんセンター
の放射線治療棟が完成
しました。
最先端の技術と機械装
置でがん撲滅に向けて
治療を行います。
また、乳幼児の治療に
ついても全国で静岡が
んセンターのみが対応
可能になっています。

スルガカップU-15サ
ッカー大会に出場のた
め、伊東市との交流が
進むブラジルイトゥ市
から「イトゥアーノ
FC」が来日。
伊東に滞在し、大会前
のコンディショニング
や地元クラブとの国際
交流試合を行いました。

現在、大原町に所在す
る社会福祉協議会など
が活動する施設ですが、
このたびの伊東市議会
で建設が可決され、高
齢者・子育て・障害者
など福祉に関係する拠
点が建設されることに
なりました。完成予定
は2016年12月です。

単独
6.4％

公共・直轄
7.2％

税収関連
法定経費
14.8％

災害復旧費
0.7％

公債費
14.9％

扶助費
8.4％

警察
5.0％

知事
4.4％

教育
19.7％

その他政策経常費
18.4％

その他
0.1％

投
資
的
経
費
　1

3
.7

％

義
務
的
経
費
　5

3
.1

％

人
件

費
　29

.1

％

歳　出
（分析別）

教育費
24.6％

健康福祉費
18.9％

公債費
15.0％

緒支出金
14.6％

交通基盤費
10.2％

警察費
6.3％

その他
0.3％経済産業費
3.8％

経営管理費
2.4％

文化・観光費
1.1％

政策企画費
0.9％

危機管理費
0.5％

災害対策費
0.7％

くらし・環境費
0.7％

歳　出
（目的別）

県税
40.0％

地方消費税
精算金
11.0％

地方交付税
12.3％

国庫支出金
11.0％

通常債
5.2％

臨時財政
対策債
6.4％

その他
5.7％

使用料及び手数料
1.4％分担金及び負担金
0.2％

緒収入
1.8％

依
存
財
源
　3

9
.9

％

自
主
財
源
　6

0
.1

％

歳　入

地方譲与税
4.8％

地方特例交付金
0.1％ 交通安全対策特別交付金
0.1％

県
債
　1

1
.6

％

有言実行　みんなとともに!!
小野達也
静岡県議会議員 静岡県政をもっと地域の身近に！
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　和歌山県白浜町まで「白い砂浜」につい
ての調査に赴きました。しらら浜では国・
県・地元が共に負担し、海外から白い砂を
輸入して行った事業です。
　伊東のオレンジビーチでもこの方法で「白
い砂浜」が実現できるかどうか？　調査・
研究を進めてまいります。

　2020年東京オリンピック・パラリンピ
ックの自転車競技が開催される伊豆ベロド
ロームへのアクセス道路の整備事業費とし
て、７億1,000万円の予算がつき事業化さ
れました。
　道路拡幅他の全体事業費は35億5,000万
円（平成28〜31年度）となります。

オレンジビーチ海岸整備事業調査

五輪会場アクセス道路整備事業

小野がやります！皆さま
の

声を実
現!!

　
県
政
報
告
会
を
市
内
十
カ
所
で
開

催
し
、
各
会
と
も
多
く
の
皆
さ
ま
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
様
々
な
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
、

原
点
で
あ
る
地
元
伊
東
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
湯
川
・
松
原
地
区
　
10
月
26
日

　
区
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
来

賓
の
方
、
ま
た
地
元
選
出
市
議
の
お

２
人
の
他
、
複
数
の
市
議
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
、
景
観
に
配
慮
し
た
現

実
的
な
防
災
対
策
、
そ
し
て
介
護
の

問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
交

え
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見

と
ご
要
望
を
頂
戴
し
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

■
荻
・
十
足
地
区
　
10
月
29
日

　
荻
・
十
足
区
長
を
は
じ
め
と
し
て

多
数
の
来
賓
の
方
、
ま
た
地
元
選
出

市
議
と
し
て
青
木
市
議
に
、
そ
し
て

佐
山
市
議
、
榎
本
市
議
、
中
島
市
議

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
元
の
交
通
要
望
に
対
し
て
は
、

伊
東
大
仁
線
の
早
期
実
現
、
荻
・
十

足
の
道
路
要
望
に
尽
力
す
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
と
し
て
は
安
定
的
に
経

費
の
節
減
を
し
、
生
活
を
守
る
方
策

に
つ
い
て
。
そ
し
て
観
光
施
策
と
し

て
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
で
都
心

に
伊
豆
の
宣
伝
拠
点
を
常
設
し
て
い

る
こ
と
な
ど
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

■
吉
田
地
区
　
11
月
７
日

　
吉
田
地
区
の
交
通
網
整
備
に
付
い

て
は
既
に
完
遂
し
た
部
分
を
報
告
し
、

渋
滞
緩
和
を
鑑
み
近
年
中
に
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

災
害
に
強
く
国
土
強
靭
化
に
も
資
す

る
伊
豆
縦
貫
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の

櫛
の
歯
道
と
な
る
市
道
県
道
の
充
実

を
急
務
と
し
て
い
る
考
え
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　
な
お
伊
東
、
伊
豆
の
国
市
間
は
緊

急
輸
送
道
路
の
指
定
を
受
け
国
の
予

算
で
の
施
工
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
地
元
吉
田
地
区
の
伊
豆
の
瞳
、
一

碧
湖
は
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
角
を
な
し

ま
す
、
そ
の
取
り
組
み
も
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
川
奈
地
区
　
11
月
12
日

　
区
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
方
、

ま
た
地
元
か
ら
宮
崎
市
議
、
榎
本
市

議
が
ご
参
加
、
近
隣
に
則
し
た
身
近

な
お
話
し
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
国
の
施
策
と
し
て
予
算
が
社
会
保

障
費
へ
と
移
行
し
て
い
る
中
、
臨
港

や
交
通
、
身
近
な
生
活
道
路
の
渋
滞

緩
和
を
県
へ
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
震
対
策
は
既
に
進
み
、
こ
れ
か

ら
の
景
観
に
配
慮
し
た
津
波
対
策
に

於
い
て
防
潮
堤
で
は
無
く
施
設
に
予

算
を
充
て
る
。
さ
ら
に
、
い
る
か
浜

等
の
施
設
の
改
修
に
尽
力
し
て
行
き

ま
す
。

■
池
地
区
　
11
月
13
日

　
稲
葉
区
長
か
ら
は
県
道
の
第
３
工

区
の
早
期
完
成
を
強
く
要
請
さ
れ
、

用
地
の
確
保
に
力
を
合
わ
せ
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
の
整
備
と
隧
道
の
整
備
、
農
地

基
盤
整
備
な
ど
抱
え
て
い
る
﹁
池
﹂

の
課
題
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
市
議
会
議
員
も
多
数
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
市
で
進
め

る
こ
と
も
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
宇
佐
美
地
区
　
11
月
14
日

　
会
派
政
調
会
長
の
活
動
の
ご
報
告

と
し
て
、
夏
に
67
回
に
わ
た
り
県
内

各
地
の
要
望
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

こ
と
、
続
け
て
秋
は
11
月
ま
で
各
団

体
や
市
町
か
ら
の
２
０
０
以
上
に
上

が
る
政
調
会
へ
の
要
望
書
︵
内
容
は

福
祉
か
ら
各
産
業
、
商
業
に
わ
た
り

ま
す
︶
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
秋
の
各
地
区
祭
典
に
於
い
て

交
通
規
制
が
強
く
厳
密
化
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
以
前
の
よ
う
な
祭
典
催

行
が
出
来
る
よ
う
尽
力
し
て
お
る
こ

と
、
ま
た
、
国
政
に
つ
い
て
は
今
後
、

制
度
の
変
わ
る
選
挙
や
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
も
随

時
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
等
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

■
玖
須
美
・
新
井
・
富
士
見
地
区

　
11
月
17
日

　
区
長
、
区
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、

地
元
選
出
の
榎
本
市
議
、
ま
た
佐
山

市
議
、
中
島
市
議
、
そ
し
て
浜
田
体

育
協
会
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
す
で
に
着
手
し
て
い
る
魚
市
場
内

陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
や
、
ソ
フ

ト
面
で
も
充
実
を
図
る
津
波
対
策
、

交
通
施
策
、
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な

ど
新
し
い
制
度
の
お
話
も
い
た
し
ま

し
た
。

■
富
戸
地
区
　
11
月
18
日

　
区
長
か
ら
は
県
へ
の
要
望
を
中
心

に
あ
り
、
市
に
対
し
て
も
今
回
ご
参

加
の
宮
崎
市
議
会
議
長
と
長
沢
市
議

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
海
岸
の
整
備
に
つ

い
て
﹁
真
っ
白
な
砂
﹂
に
い
つ
頃
な

る
の
か
、
な
ど
の
質
問
に
お
答
え
し

ま
し
た
。

　
富
戸
地
区
で
は
特
に
県
道
の
整
備

と
国
道
と
の
取
り
付
け
口
に
事
業
を

集
中
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
八
幡
野
・
赤
沢
地
区
　
11
月
20
日

　
地
域
役
職
の
方
、
稲
葉
市
議
、
中

島
市
議
、
篠
原
市
議
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
課
題
に
つ
い
て
ご
要
望

に
そ
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
赤
沢
地
区
は
急
傾
斜
地
崩
落
危
険

箇
所
な
ど
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
確
実
に
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
岡
・
鎌
田
・
泉
地
区
　
11
月
26
日

　
区
長
は
じ
め
、
多
く
の
市
議
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
耳
の
不
自
由
な
方
に

も
報
告
が
届
く
よ
う
手
話
通
訳
の
方

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
区
長
か
ら
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、

交
通
網
の
整
備
、
施
設
の
移
転
に
伴

う
課
題
や
拡
充
に
付
い
て
お
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

TEL.0557‐36‐2089
〒414‐0002 静岡県伊東市湯川１‐６‐２　FAX.0557‐36‐2080

小野達也事務所

公式サイト www.ono-tatsuya.com/
E-mail  ono-tatsuya@bird.ocn.ne.jp

静岡県議会議員

小野達也 検索

県政・伊東市に対する皆さまのご意見、ご要望をお聞かせください。

県
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
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